
2一了ルキルアンスラキノン（C＝5）の濃縮度試験成績報告書

‡　試験期間

2，試　料　名

　　　構造式

性　　状

昭和52年1月11日～昭和52年5月28日

2一アルキルアンスラキノン（C＝5）（試料茄K－21ろIB）

O

、
度
成

純
組

比　重

溶解性

一”

　95多

主成分　　2」アミルアントラキノン

その他　アントラキノン

　　　2一アルキル（C1～C1）アントラキノン

　1．155

　水に不溶

5．試験方法及び条件

雛：灘擁………一焔

3．コ　試験’装置及び機器

　伺　水系環境調節装置

　（切　高速液体クロマトグラフ

　　　　　　以下次頁に続く

流　　水　　式

化学品安全センター組立て

5．2　試験条件

5．2．1　　丁工・皿試験

　　　（a）試験．魚

　　　　　ヒメダカ　平均体重　0・26g、塩化第二水銀検定合格魚※

　　　　※田端健二用水と廃水　IL4　1297～1ろ05（1972）

　　　（b）分散剤及び分散法

　　　　　分散剤　N，N一ジメチルホψムアミド，硬化ヒマシ油（日光バカルズ

　　　　　　　　HCO－40）

　　　　　分散法　硬化ヒマシ油（Hco－40）509をイオン交換zk

　　　　　　　　約900’皿に溶解し、スターラーで撹拌しながら

　　　　　　　　供試物質の104ppm　N，N→7メチルホルムアミド溶液50

　　　　　　　　皿を滴下して分散させ11に定害して500卿

　　　　　　　　（W／V）の原液を調製した。

　　　（c）試験温度

　　　　　　　　　25±2℃

　　　に）結　　果

　　　　　　　　　48時間TLm値　86ppm

5．2．2　濃縮度試験

　　　（a）　外部消毒及ぴ順化

　　　　　　　（1）止水状態で10ppm塩酸テトラク・・サイタリン溶

　　　　　　　液で24時間薬浴を2回行った。

　　　　　　　②　順化条件
　　　　　　　　　　　　　　25℃×14日

　　（b）試験フk槽

　　　　　　　　　ガラス製容量1001

　　　　　　　　　　　　　流水量　5791／日



（c）試験魚

紅）分散法

（e）試験温度

㈹　設定濃度

コイ　平均体重　約55g

　　平均体長　約11傭

52，1（b）に同じ。

25士2℃

，2一エチルワントラキノンの設定濃度に合わした。

供試物型※N・掘獅 1　　ヒマシ
第1濃度区 0，155　　　　　　　12．8 　　　一

P5．5

第2濃度区 0．0155　　　　　　　1．28
1．55

実測値

　表一1

※　比　重　0．95

濃縮倍率を求めるための平均濃度（PP皿）
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5．2．5　分。析試料の前．処理

胴体』区コ
　　　　　　　　　』体重測定

　　　　　　　　　・允細片化

　　　　　　　　　も
　　　　　以下次頁に続く

前頁より引続き

！←1N一ガ（酸イヒカリウムrエチソレアルコール溶液　50ml

け加熱分解（湯浴2時間還流）
1－n一ヘキサン2囮（温いうちに）

　　　　　　　　　　　一卜水5。皿
り

1丁鮪冨蒜。晶呼｝×・回

水層i／n4肋廣
　　　　一一一一　　　　　　1　　　　　　1←水　100ml
』！・…とう

一一　　　よ圏割n粥嘱
　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　・濃縮（ロ一夕リーエパポレ一夕ーで約1皿1まで）

　　　　　　・カラムクロマトによるクリーンアップ※

HLC試料1

※　 カラムクロマトグラフィー条件：

　　奔．てん剤5給水シリカ伽（ワコーゲルC－2目・）1・9

　　∫クさロマト管　ガラス製20血φX50α”

　　溶　離　液　5チエーヴル含五一ヘキサン

　　　1フラクション　40皿，　2フラクション　50皿

　　　　試料は2フラクションに溶出し、この分画を乾固したのち

　　　　メチルアルコールで定容するo



（b）試験水

試　験　水

卜採水
1←塩化ナトリウム

←クロロホルム

1．抽出（振とう
1

区凱ク．1ホ＿層i

　　　　　ラ

　　　　一

第1濃度区第2濃度区

100皿1　1000皿1

　59　　　509

。論）（麗）卜徊

5．2、4

　　　　　　　1
　　　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　・乾固（ロ一夕リーエノ謝レ一夕ー）

　　　　　　　←メチルアルコール
　　　　　　　　
　　　　　　　1・5皿1に定容
　　　　＿上．＿

　　　　睡遡

　分析条件

高速液体クロマトグラフ　　化学品安全センター組立て

高圧ポンプ

検　出　器

充てん剤

カ　ラ　ム

溶　離厳

測定波長

シレト川社製8F－0596－57型（ダンパー付）

日本分光工業社製　U　Vエ1）E　C』100

日立ゲル5011

ステンレス製　27皿nρ×50㎝
コ緩
2a多n一ヘキサン含メチルアルコール

257nm

4．試験結果

表一2 濃　　縮　　倍　　率
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　産む8週間の試験完了後・正常水（K－215B及び分散剤を含

またい水）による排泄性試験を行った。

　この結果を表一5にまとめた。

　　　　　　　表一5　　排泄性試験結果

魚体中平均 排　泄　率　円助

濃農※匪皿 D日目 5日目 7日目
付　図 付　　表．

‡1524 12a8
第1濃度区　　1051　10D （255）

2α2

（2劇）　10
25．5

第2濃度区

　　　　　112
5．65100（80、5）

　　　　　　48．5

63．6

（50。o）　11

55．5　，

8

※
（

濃縮性試験8週目の魚体中濃度を示す。

）内は平均値



　又、濃縮性試験8週目の魚体について部位別分析を行った。両

濃度区共魚体2尾づつを取出し、頭部，可食部，内臓，外皮（エ

ラ・腸管を含む）に分けた。この結果を表一4にまとめた。

表一4 部位別試験結果
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5．魚体中の供試物質の確認

　　第1濃度区2W－bの魚体（濃縮倍率1737）について

　　魚体中の供試物質の確認をGC一廻sにより行った。（図一14

参照）

　この結果、供試物質が確かに魚体中に濃縮されていることが確一

認された。

以　　上


